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ＭＤＯ－２５２ＡＴ                                                                      1-1. 本製品の仕様・概要

第１章．導入・試運転

1-1.本製品の仕様・概要

   ＦＩＦＯバッファメモリを搭載した１６ＢＩＴデジタル（ＴＴＬ）出力ボードです。  指定
  された条件（クロック・トリガ）に従って、ボード上で自動サンプリングする構造となってい
  ます。  パソコン上の操作は◆条件設定◆データ書き込み◆スタート◆ステータス取得・評価
  だけで、出力タイミングの逐次ソフト制御を必要としません。  典型的な使用例は任意パルス
  幅発生、任意パルス列パターン出力（自動繰り返し可能）などです。  パソコン側からはＦＩ
  ＦＯメモリの充満状態を示すフラグを監視しながら１データ、またはＦＩＦＯメモリ容量の半
  分単位（標準：５１２データ）で書き込むだけです。  このとき割り込みやＤＭＡも利用でき
  ますが、（何かと問題を起こし易い）これらの技術を使用しなくても、軽いプログラムで高速
  バッファリングやマルチタスクを実現することのできるボードです。

  ■データ数を制限しないＦＩＦＯバッファメモリ搭載。（標準１０２４語／増設可能）
  ■クロック：内部１０ＭＨｚ／外部ＴＴＬ入力を３２ＢＩＴカウンタで任意に分周して得る。
  ■トリガ（出力スタート）：ソフト上の即トリガ／外部ＴＴＬ入力。
  ■独立した汎用２ＢＩＴ入力＆２ＢＩＴ出力。（外部機器のＯＮ／ＯＦＦ、状態取得等に）
  ■クロック入出力機能により複数ボードの同期運転可能。（マスタスレーブ動作）
  ■ＦＩＦＯバッファメモリ内（１周期分）データの繰り返し自動循環出力も可能。
  ■入出力信号：全てＴＴＬレベル。（入力は全て１０ＫΩでプルアップ）

                                 図１-１．ＭＤＯ－２５２ＡＴ機能ブロック

                                       （直接書き込みの場合）                               ５ｖ電源
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              コネクタ
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  動作モード       出力データの書き込みタイミング・形態により、ソフト指定で以下の
                 動作モードがあります。  具体的には【３－１項】【第４章】、および
                 サンプルプログラムを御参照ください。

                      ①直接出力

                      ＦＩＦＯバッファ出力           ②ポストトリガ動作

                                                     ③帯域トリガ動作

                                                     ④サイクル動作

① 直接出力    ：   ＦＩＦＯメモリを使用せず、普通の出力ポートとして使用する。

        以下のＦＩＦＯバッファ出力モードは本項初頭に述べたように指定したクロックと
        トリガにより、自動出力（サンプリング）を行うものです。

② ポストトリガ：   ソフトトリガ、または外部ＴＴＬ入力の指定エッジにより事前指定の
                    （内／外）クロックが許可され、これに同期して１６ＢＩＴパラレル
                    データがＦＩＦＯメモリから読み出され（出力され）ます。
                      パソコン側からはＦＩＦＯメモリが空読みされないうちに次のデータ
                    を補充する必要（サイクル動作のときは不要）があります。無限サンプ
                    ル・モードのときはトリガ禁止操作まで、有限サンプル・モードのとき
                    は事前指定の点数まで自動出力が続きます。

③ 帯域トリガ  ：    別称レベルトリガ。外部ＴＴＬ入力の指定レベル期間中だけ、事前に
                    指定した（内／外）クロックが許可されます。サンプリング動作とパソ
                    コン側からの追加データ補充については前述のポストトリガ同様です。

                      外部トリガ入力              指定レベル期間

④ サイクル動作：    ソフトトリガ、または外部ＴＴＬ入力の指定エッジが入力されると、
                    ＦＩＦＯメモリ内の待機データ群を１周期として無限サンプル・モード
                    のときはトリガ禁止操作まで、有限サンプル・モードのときは事前指定
                    の回数まで自動循環出力が続きます。

                                                ＦＩＦＯメモリ
                    （事前書き込み）
                      データ入力                       １周期分データ         出力

                                                         （自動循環）
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   動作速度       総データ点数がＦＩＦＯメモリ容量以内、またはサイクル動作のときは
                パソコン側の書き込み速度に関係なく常に最高速度（１０ＭＨｚ）が可能
                です。総データ点数がＦＩＦＯメモリ容量以上のときはＦＩＦＯメモリが
                空読みされないうちに追加データを書き込む必要があるためパソコン側か
                らのデータ転送速度・ＦＩＦＯメモリ容量・総データ点数に依存します。

   表１-１．逐次データ補給動作時の期待最高速度（FIFO:1024 語）／特定機の実測データ

  パソコンＣＰＵ →       ４８６／６６ＭＨｚ Ｐｅｎｔｉｕｍ／１００ＭＨｚ

  総連続データ数 → ２ K語 ８K語 16K 語 32K 語 ２K語 ８K語 16K 語 32K 語

ポーリング（普通） 580 K 340 K 320 K 300 K 900 K 550 K 520 K 500 K

ポーリング（ﾌﾞﾛｯｸ） 1.2 M 710 K 660 K 660 K 2.5 M 1.6 M 1.4 M 1.4 M

割り込み  （普通）  19 K  19 K  19 K  19 K  35 K  35 K  35 K  35 K

割り込み  （ﾌﾞﾛｯｸ） 660 K 620 K 620 K 620 K 1.4 M 1.4 M 1.4 M 1.4 M

ＤＭＡ 660 K 410 K 380 K 370 K 620 K 370 K 340 K 330 K

                       単位：ｓｐｓ（samples／sec）

                           【注】  ＤＭＡ使用時の速度がＰｅｎｔｉｕｍ機と４８６機で逆転していますが、
                                 これはＣＰＵを使用しない動作なので他のハード要因に依存するためです。

   同期運転       マスタ機のクロック出力をスレーブ各機のクロック源入力に接続します。
                  マスタ機に対するソフトトリガ（即スタート）、または外部トリガ入力
                によりクロックがスタート、全スレーブ機がこれに同期して各自のＦＩＦＯ
                メモリからデータを自動出力する動作となります。（３－１７項）

                                                            図１－１Ｂ．

                           マスタ機                         マスタスレーブ接続（最大７スレーブ）

                         ＣＬＫ－ＯＵＴ

                           スレーブ機

                           ＣＬＫ－ＩＮ

                           スレーブ機

                           ＣＬＫ－ＩＮ

              【注】  マスタ機のクロック出力を直接入力できるスレーブ数は使用する最高クロック値の制限を

                    受けます。  この数は ◇１０ＭＨｚのとき２枚、◇４ＭＨｚのとき５枚、◇１ＭＨｚのとき

                    ７枚です。（クロック波形が鈍るため）   なおマスタ機からクロックを供給されたスレーブ

                    機のクロック出力を他のスレーブ機に供給可能。（但し、通過遅れ＝約２００ｎｓ）
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    その他

◇ Ｉ／Ｏアドレス： 上位１２ビットをディップスイッチで設定（１６ポート占有）

◇ 動作温度範囲  ：     ０～＋４５℃（結露しないこと）

◇ 保存温度範囲  ： －１０～＋８０℃（結露しないこと）

◇ 基板寸法      ： ２６７Ｌ×９９Ｈ（突出部・カードエッジを含まず）

◇ 電源・消費電流： ＋５ｖ／ ０.８Ａ

◇ 入出力コネクタ： ５０ピン・アンフェノール （ハンダ付用プラグ添付）／１―４項

◇ オプション    ： １.５ｍ長シールドケーブル（片方プラグ、他方バラ）／１－５項

     添付ソフト

◇ ＭＳ－ＤＯＳ   ：  Ｃ、および Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃの学習サンプル・ソース。

◇ ＷＩＮＤＯＷＳ ：  ＷＩＮＤＯＷＳ（９５＆ＮＴ＆３.１）用の単純Ｉ／Ｏ命令実行

                   ＤＬＬ、およびＶＢサンプル（当ボードに特化したものではない）。
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 1-2.ボード上の設定

   本ボード上の設定はＩ／Ｏベースアドレス値（ＳＷ１/ＳＷ２/ＳＷ３）および１６ＢＩＴ

   データ出力論理（＝極性／ＳＷ－Ｐ）だけです。

                       図１－２Ａ．ボード上の設定対象位置

                                                             ＳＷ－Ｐ

                                                            Ｐ                           ＦＯ

                                                                        ＩＣ３４

                                                            Ｎ

                ＪＰ－Ａ                                                 ＩＣ３３

     

 ＯＳＣ２      ＮＣ   ＵＰ                                               ＩＣ３２

                                    ＩＣ２１                                               Ｃ

                                                                         ＩＣ３１          Ｎ

                                                                                           １

                                    ＩＣ２０

                                                                         ＩＣ３５

    ＩＳＰ

    －ＰＲＧ

                               ＳＷ１ＳＷ２ＳＷ３

◆ ＳＷ１，２，３ ： Ｉ／Ｏベースアドレス設定【出荷時：０，１，Ｂ】／１－３項

◆ ＳＷ－Ｐ： １６ＢＩＴデータ出力極性選択（Ｐ：正論理【出荷時】、Ｎ：負論理）

◆ ＪＰ－Ａ： ＩＳＡバスの［ＣＳ１６信号］プルアップ抵抗挿入ジャンパ【出荷時：ＵＰ】

             バックボードまたは他のボードでプルアップされているときはＮＣ側とする。

◇ ＩＣ３４：汎用２ＢＩＴ出力素子【出荷時：７４ＬＳ０４（正論理）】／３－１６項

◇ ＩＣ３３／ＩＣ３２／ＩＣ３１／ＩＣ３５：１６ＢＩＴ出力素子【出荷時：同上】

◇ ＯＳＣ２：オプションクロック源【出荷時：未実装】／３－９項

◇ ＩＣ２０＆ＩＣ２１：ＦＩＦＯメモリ素子【出荷時：１Ｋ語】／素子交換で増容量可能

◇ Ｆ０    ：＋５ｖ電源出力保護ヒューズ（ＦＲＰＵ－０.５Ａ：浜井電球製）

◇ ＣＮ１  ： 信号入出力コネクタ（５０ピン・アンフェノール）／１－４項

◇ＩＳＰ－ＰＲＧ： 保守用【出荷時：未実装】
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1-３. Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

  本機の制御・操作は全てＩＳＡバス上のハードウエアＩ／Ｏ空間に割り付けられます。

  ＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではパソコン本体内デバイスおよび重要な周辺機器・拡張ボードの

  使用するＩ／Ｏアドレスが０００ｈ～３ＦＦｈにマッピングされています。  Ｉ／Ｏアドレス

  線は１６ビット（ＡＢ 15～ＡＢ 0）ですが、全んどのＩＢＭ ＰＣ/ＡＴ互換機ではＡＢ 9～

  ＡＢ 0のみをデコード（ＡＢ 15～10 を無視）しているため上位のアドレス空間１ＫＢごとに

  イメージが生じることに御留意ください。本機の出荷時設定は０１Ｂ、したがって０１Ｂ０～

  ０１ＢＦのアドレスを占有します。他のボードや周辺機器と重複しない値を御使用ください。

　　　　　　　　　　　　図１－３．Ｉ／Ｏベースアドレスの設定

   アドレス線 →   AB15 ～ AB12    AB11 ～ AB8     AB7 ～ AB4         AB3 ～ AB0

                       SW1            SW2             SW3

　　ディップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ボード内で

  　スイッチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  複数のアドレスを使用

  　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （３－４項．参照）

   出荷時設定 →        ０              １             Ｂ           　固定デコード

　

　　　　　　　　　表１－３．ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機システムの（代表的な）Ｉ／Ｏアドレスマップ

Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ（hex） 　　本体内デバイス、主要周辺機器 　本機で運用の可否 　　　他社の使用例、等

　０００～０１Ｆ 　ＤＭＡコントローラ１ 　　  ×　不可

　０２０～０３Ｆ 　割り込みコントローラ１ 　　　×　不可

　０４０～０５Ｆ 　タイマ 　　　×　不可

　０６０～０６Ｆ 　キーボード・コントローラ 　　　×　不可

　０７０～０７Ｆ 　リアルタイム・クロック、ＮＭＩ 　　　×　不可 　某社の本体システムで使用

　０８０～０９Ｆ 　ＤＭＡページレジスタ 　　　×　不可

　０Ａ０～０ＢＦ 　ＮＭＩマスクレジスタ 　　　×　不可

　０Ｃ０～０ＤＦ 　　　×　不可 　ＤＭＡコントローラ２

　０Ｅ０～０ＦＦ 　　　×　不可 　ＮＤＰ

　１００～１６Ｆ 　　　◎【推奨】 　ＨＤＤコントローラ

  １７０～１７７   ＩＤＥコントローラ２       ×　不可

　１８０～１ＥＦ       ◎【推奨】

  １Ｆ０～１Ｆ７   ＩＤＥコントローラ１       ×　不可

　２００～２０Ｆ 　ゲームＩ／Ｏ 　　　×　不可

　２１０～２１７ 　拡張ユニット 　　　×　不可

　２２０～２６Ｆ 　　　○【可能】

　２７８～２７Ｆ 　プリンタ２ 　　　×　不可

　２８０～２ＡＦ 　　　○【可能】

　２Ｂ０～２ＤＦ 　ＥＧＡ 　　　×　不可

　　　　　２Ｅ１ 　ＧＰＩＢ 　　　×　不可

　２Ｅ２～２Ｅ３ 　データアクイジョン 　　　×　不可

　２Ｆ８～２ＦＦ 　シリアルポート２ 　　　×　不可

　３００～３１Ｆ 　プロトタイプ・ボード 　　　○【可能】 　他社の標準設定と競合し易い

　３２０～３２Ｆ 　ＨＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３６０～３６Ｆ 　ＰＣネットワーク 　　　×　不可

　３７８～３７Ｆ 　プリンタ１ 　　　×　不可

　３８０～３８Ｆ 　ＳＤＬＣ，バイシンク２ 　　　×　不可

　３９０～３９３ 　クラスタ 　　　×　不可

　３Ａ０～３ＡＦ 　バイシンク１ 　　　×　不可

　３Ｂ０～３ＢＦ 　モノクロディスプレイ、プリンタ 　　　×　不可

　３Ｃ０～３ＣＦ 　ＥＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｄ０～３ＤＦ 　ＣＧＡディスプレイ・コントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ０～３Ｆ７ 　ＦＤＤコントローラ 　　　×　不可

　３Ｆ８～３ＦＦ 　シリアルポート１ 　　　×　不可


